
節
分
の
日
は
怖
か
っ
た
な
ぁ
～
。

ち
ょ
っ
と
泣
い
た
け
ど
赤
鬼
を
退
治
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
。
こ
れ
か
ら
は

強
い
気
持
ち
で
元
気
に
過
ご
す
ぞ！
！

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
大
好
き
♥
ゼ
ロ
ワ
ン
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ベ
ル
ト
で
３
人
仲
良
く

遊
ん
だ
よ
。
新
郷
に
来
た
時
は
ま
た

一
緒
に
遊
ぼ
う
ね！
！

指
 田

　
陽

 平
く

ん（
う

め
組

）
へ

い
よ

う
さ

し
だ

三
 浦

　
由

 愛
さ

ん（
う

め
組

）
ゆ

う
み

み
う

ら

３
月

男
　
1,
19
1人
（
－
２
人
）

女
　
1,
22
7人
（
－
１
人
）

計
　
2,
41
8人
（
－
３
人
）

世
帯
数
92
1世
帯（
－
３
世
帯
）

（
令
和
２
年
１
月
末
現
在
）

人
の
動
き

む
ら
の
ガ
イ
ド

令
和
２
年

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祝
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０

２
０

年
３

月
行

　
　

事
　

　
等

日
曜

新
郷

温
泉

館
休

館
日

資
源

ご
み

（
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
等

２
品

目
）

収
集

日

新
郷

温
泉

館
休

館
日

障
が

い
者

出
張

相
談

（
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
会

議
室

 1
0：

00
～

12
：

00
）

村
内

中
学

校
卒

業
式

５
歳

児
健

診

資
源

ご
み

（
新

聞
等

５
品

目
）

収
集

日

新
郷

温
泉

館
休

館
日

戸
来

小
学

校
卒

業
式

春
分

の
日

資
源

ご
み （

ビ
ン

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
等

２
品

目
）収

集
日

西
越

小
学

校
卒

業
式

新
郷

温
泉

館
休

館
日

「
く

ら
し

」と
「

し
ご

と
」無

料
相

談
会

（
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
 1

3：
00

～
16

：
00

）

燃
え

な
い

ご
み

収
集

日

小
中

学
校

修
了

式
・

離
任

式

資
源

ご
み

（
缶

）
収

集
日

新
郷

温
泉

館
休

館
日

2 6 9 11 13 16 19 20 21 23 24 26 27 30

月 金 月 水 金 月 木 金 土 月 火 木 金 月

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

8

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○
し

ん
ご

う
保

育
園

312

小中学校スキー大会　Ｐ２

・令和元年度常会長会議 ……………… Ｐ３

・特集「新郷村の学校給食」 …………… Ｐ４－５

・村立小中学校の統合方針決定 ……… Ｐ６

ブ
ラ

ッ
ド

ス
ト

ー
ン（

血
石

）
̶

 沈
着

・
勇

敢
 ̶

や
よ

い
M

ar
ch

弥
 生

主な話題

ご
み
収
集
車
の
効
率
的
運
用
の
た
め
、
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
、
粗
大
ご
み
の
収
集
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
粗
大
ご
み
の

　
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

現
行
第
３
金
曜
日
→
４
月
か
ら
第
３
月
曜
日

※
収
集
月
は
４
～
11
月
で
す

問
い

合
わ

せ
役

場
厚

生
課

℡
61

－7
55
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線
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福の神 舞い、力強く
　川代地区の子どもたちが五穀豊穣と無病息災を祈願し南部大黒舞の
門づけを行いました。川代地区振興会と三川目子ども会が主催。シャン
シャンと福を呼び込む音色を響かせ小槌と扇子を振り、華やかな舞で
沿道に集まった住民の目を和ませました。（２月９日　川代地区）



《
ア
ル
ペ
ン
参
加
者
》

《
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
参
加
者
》

資
質
向
上
を
目
指
し
て

消
防
団
幹
部
訓
練

　
曲
が
る
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

ス
キ
ー
は
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
よ
。
一
人
で
歩
い
た
り
一
番
上
か
ら

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
。

菊地　徠くん
（戸来小１年）

らい

　
き
れ
い
な
ラ
イ
ン
で
ポ
ー
ル
に
入
る
こ
と
を
意
識

し
た
け
ど
、
思
っ
た
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
先
輩
た
ち
を
超
す
よ

う
な
滑
り
を
し
て
１
位
を
取
り
続
け
た
い
で
す
。 坂根　一さん

（新郷中１年）

せん

　
昨
年
と
違
う
コ
ー
ス
で
、
出
だ
し
の
坂

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
重
心
の
置
き
方
に

気
を
つ
け
て
滑
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐々木七海さん
（新郷中２年）

ななみ

　
滑
り
に
く
い
雪
で
し
た
。
リ
レ
ー
で
は
一

走
目
だ
っ
た
の
で
仲
間
の
た
め
に
坂
で
転

ば
な
い
よ
う
に
、
転
ん
だ
ら
す
ぐ
起
き
上

が
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
た
。

豊島龍大くん
（西越小４年）

りゅうだい

　
練
習
よ
り
も
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
み
ん
な
に

追
い
つ
く
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。
応
援

の
声
が
聞
こ
え
て
、
力
が
わ
き
ま
し
た
。

川代凜梨花さん
（西越小５年）

り  り  か

　
個
人
で
は「
２
人
追
い
越
す
」と
い
う
目
標
を

達
成
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
リ
レ
ー
は

緊
張
し
た
け
ど
、
友
だ
ち
の
応
援
の
お
か
げ
で

み
ん
な
の
た
め
に
と
思
っ
て
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

佐藤　慶さん
（野沢中２年）

けい

順　　　位
種　　　目

小１・２男子大回転
学年
2
1
4
3
5
6
1
2
1
2

校名
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
新郷
新郷
新郷
新郷

１　位
氏　名
坂根　　丞
畠山　心菜
橋端　楽人
畠山　莉菜
橋端　秀斗
福山　瞳花
坂根　　一
佐々木七海
坂根　　一
佐々木七海

学年校名
２　位
氏　名 学年校名

３　位
氏　名

小１・２女子大回転
小３・４男子大回転
小３・４女子大回転
小５・６男子大回転
小５・６女子大回転
中学男子大回転
中学女子大回転
中学男子回転
中学女子回転

【アルペンの部】【アルペンの部】

小中学校スキー大会入賞者一覧  ※小学校は6位まで入賞

順　　　位
種　　　目

小１・２男女混合
学年
2
4
6

校名
西越
西越
西越

１　位
氏　名
佐藤　紗希
豊島　龍大
鹿島　煌大

3
1

野沢
野沢

横沢　亮太
横道　　凛

2
1

新郷
野沢

福田　泰聖
佐藤　那奈

4
5

西越
西越

1
2

野沢
野沢

横沢　志温
田島　未舞

学年校名
２　位
氏　名 学年校名

３　位
氏　名

小３・４男女混合
小５・６男女混合
小学校リレー 西越Ａ 西越Ｂ

野沢 新郷

中学男子
中学女子
中学女子リレー

【クロスカントリーの部】【クロスカントリーの部】

令
和
元
年
度  

常
会
長
会
議

　
　
　
　
　よ
り
住
み
よ
い
村
へ
意
見
交
換

「集落活動支援事業」について、
補助金の額や募集要項が変わった
ように思うが、どのように変わった
のか？

金ケ沢地区の流雪溝の取水口はどこ
が管理しているのか。降雪状況に応
じた対応をお願いしたい。また、常
会から寄せられた要望の内容や進捗
状況を翌年の会議で示してほしい。

補助金の主旨を「コミュニティ
活動に対する助成」としました。
集落が共同で取り組む環境美化
活動や講習会などの事業が対象
となります。

金ケ沢地区の流雪溝の取水口は、
村で管理しています。降雪状況
をみて適切に対応します。意見
交換の内容と進捗については、
そのようにいたします。

≪常会長から≫ ≪村の回答≫

「
木
の
駅
」
と
は

　
山
林
に
放
置
さ
れ
た
間
伐
材

な
ど
の
未
利
用
材
を
会
員
が
出

荷
す
る
出
荷
場
の
こ
と
。
平
成

28
年
６
月
に
村
内
２
ヶ
所
に
開

設
。
集
め
ら
れ
た
未
利
用
材
は

薪
に
加
工
し
売
却
さ
れ
、
新
郷

温
泉
館
の
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
燃

料
と
な
る
。

　
ま
た
出
荷
者
に
は
代
金
を
村

内
の
商
店
な
ど
で
使
用
で
き
る

「
郷
や
ま
券
」で
支
払
う
。
郷
や

ま
券
は
商
店
間
で
の
取
引
も
可

能
。
地
域
資
源
を
有
効
活
用

し
、
森
林
整
備
と
地
域
活
性
化

を
促
す
取
り
組
み
。

　
２
月
10
日
、
役
場
委
員
会
室
で
、

木
の
駅
出
荷
者
と
郷
や
ま
券
を
取

り
扱
う
商
店
の
両
者
が
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
に
は
24

人
が
出
席
。
事
務
局
か
ら
間
伐
材

の
出
荷
状
況
や
郷
や
ま
券
の
使
用

状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
今
後
の

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
木
の
駅
出
荷
者
か
ら
は
「
山
が

整
理
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
っ
た
」「
晩

酌
代
を
出
荷
で
稼
ぐ
た
め
家
計
に

や
さ
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

取
り
扱
い
商
店
か
ら
は
「
消
費
者

の
村
外
流
出
が
抑
え
ら
れ
売
上
が

　
２
月
５
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
常
会
長
会
議
が
行
わ
れ
、
各
常
会

長
と
村
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
小
山
内
利
之
新
郷

駐
在
所
長
が
、
村
内
の
事
件
事
故

等
の
発
生
状
況
や
詐
欺
被
害
の
現

状
に
つ
い
て
講
話
。
続
い
て
村
が
、

交
通
災
害
共
済
の
加
入
取
り
ま
と

め
や
令
和
２
年
度
集
落
活
動
支
援

事
業
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
各
常
会
か
ら
は
除
雪
の
対
応
や

道
路
・
水
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

多
く
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、

各
課
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
櫻
井
村
長
は
日
頃
の
村
行
政
に

対
す
る
協
力
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
本
村
が
置
か
れ
て
い
る
財
政

状
況
や
新
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

説
明
。「
頂
い
た
意
見
や
要
望
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
住
み
よ
い

村
づ
く
り
に
励
ん
で
い
く
」と
応
じ

て
い
ま
し
た
。

あ
が
っ
た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効

果
を
実
感
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
は
約
３
５
５
万

円
分
の
郷
や
ま
券
が
未
利
用
材
の
出

荷
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
笠
原
敏
彦
委
員
長
は
「
郷
や

ま
券
を
取
り
扱
う
商
店
の
声
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
だ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
木
の
駅
の
活
用
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
、
新
郷
村
消
防
団
は

美
郷
館
で
幹
部
訓
練
を
行
い
、
村

内
８
個
分
団
か
ら
班
長
以
上
の
幹

部
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

員
を
講
師
に
礼
式
訓
練
を
実
施
。

所
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
小

隊
訓
練
や
賞
状
受
領
の
手
順
な
ど

に
つ
い
て
学
び
資
質
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　
２
月
11
日
、
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
ま
つ

り
を
開
催
。
多
彩
な
企
画
を
通
し

て
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
自
然
の

恵
み
の
雪
と
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
に

親
し
み
ま
し
た
。

　
竹
ス
キ
ー
で
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
や

肥
料
袋
を
使
っ
た
ソ
リ
大
会
な
ど

趣
向
を
こ
ら
し
た
遊
び
を
用
意
。

寒
さ
を
も
吹
き
飛
ば
す
歓
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
教
育
委

員
会
の
あ
い
あ
い
学
級（
お
や
こ
の

ひ
ろ
ば
）も
同
時
開
催
。
鮮
や
か
な

ス
ノ
ー
ウ
ェ
ア
に
身
を
包
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
、
雪
の
中
に
埋
め
ら

れ
た
お
宝
を
探
す
た
め
、
笑
顔
で

雪
上
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

村
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
「
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　振
興
と
体
力
の
増
進
を
」

　
１
月
24
日
、
村
内
の
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
児
童
・
生
徒

総
勢
約
１
０
０
人
が
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
２
種
目
で
ス
キ
ー
の
技
を
競
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
福
山
廣
大
会
長
が「
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、
こ
こ
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
で
大

会
を
開
催
で
き
る
事
を
心
か
ら
感
謝
す
る
。
応
援
を
背
に
精
一
杯
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」と
選
手
を
激
励
。
西
越
小
学
校
６
年
の
鹿
島
煌
大
く
ん
、
田
島
陽
和
さ
ん
、

西
山
凜
音
さ
ん
の
３
人
が
元
気
に
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
仲
間
や
保
護
者
か
ら

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
意
欲
満
々
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
う
だ
い

り   

お

ひ
よ
り

2
2
3
4
6
5
2

２

戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
新郷

新郷

佐々木永人
櫻井　雅美
森田　春輝
福山　愛璃
橋端　慶人
畠山　涼菜
小林　虹翔

小林　虹翔

2
1
4
4
5
5
1

1

戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
新郷

新郷

森田　飛羽
小沢　瑠杏
橋端　聖悟
長峯　優葉
長根　來希
高橋　芽玖
山田　大輝

山田　大輝

3
5

西越
西越

豊島　　蘭
前山　聖奈

佐藤　愛珠
佐藤羽瑠斗
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《
ア
ル
ペ
ン
参
加
者
》

《
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
参
加
者
》

資
質
向
上
を
目
指
し
て

消
防
団
幹
部
訓
練

曲
が
る
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

ス
キ
ー
は
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
よ
。
一
人
で
歩
い
た
り
一
番
上
か
ら

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
。

菊地　徠くん
（戸来小１年）

らい

き
れ
い
な
ラ
イ
ン
で
ポ
ー
ル
に
入
る
こ
と
を
意
識

し
た
け
ど
、
思
っ
た
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
先
輩
た
ち
を
超
す
よ

う
な
滑
り
を
し
て
１
位
を
取
り
続
け
た
い
で
す
。 坂根　一さん

（新郷中１年）

せん

昨
年
と
違
う
コ
ー
ス
で
、
出
だ
し
の
坂

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
重
心
の
置
き
方
に

気
を
つ
け
て
滑
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
は
こ

れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐々木七海さん
（新郷中２年）

ななみ

滑
り
に
く
い
雪
で
し
た
。
リ
レ
ー
で
は
一

走
目
だ
っ
た
の
で
仲
間
の
た
め
に
坂
で
転

ば
な
い
よ
う
に
、
転
ん
だ
ら
す
ぐ
起
き
上

が
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
た
。

豊島龍大くん
（西越小４年）

りゅうだい

練
習
よ
り
も
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

転
ば
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
み
ん
な
に

追
い
つ
く
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。
応
援

の
声
が
聞
こ
え
て
、
力
が
わ
き
ま
し
た
。

川代凜梨花さん
（西越小５年）

り  り  か

個
人
で
は「
２
人
追
い
越
す
」と
い
う
目
標
を

達
成
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
リ
レ
ー
は

緊
張
し
た
け
ど
、
友
だ
ち
の
応
援
の
お
か
げ
で

み
ん
な
の
た
め
に
と
思
っ
て
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

佐藤　慶さん
（野沢中２年）

けい

順　　　位
種　　　目

小１・２男子大回転
学年
2
1
4
3
5
6
1
2
1
2

校名
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
新郷
新郷
新郷
新郷

１　位
氏　名
坂根　　丞
畠山　心菜
橋端　楽人
畠山　莉菜
橋端　秀斗
福山　瞳花
坂根　　一
佐々木七海
坂根　　一
佐々木七海

学年校名
２　位
氏　名 学年校名

３　位
氏　名

小１・２女子大回転
小３・４男子大回転
小３・４女子大回転
小５・６男子大回転
小５・６女子大回転
中学男子大回転
中学女子大回転
中学男子回転
中学女子回転

【アルペンの部】【アルペンの部】

小中学校スキー大会入賞者一覧  ※小学校は6位まで入賞

順　　　位
種　　　目

小１・２男女混合
学年
2
4
6

校名
西越
西越
西越

１　位
氏　名
佐藤　紗希
豊島　龍大
鹿島　煌大

3
1

野沢
野沢

横沢　亮太
横道　　凛

2
1

新郷
野沢

福田　泰聖
佐藤　那奈

4
5

西越
西越

1
2

野沢
野沢

横沢　志温
田島　未舞

学年校名
２　位
氏　名 学年校名

３　位
氏　名

小３・４男女混合
小５・６男女混合
小学校リレー 西越Ａ 西越Ｂ

野沢 新郷

中学男子
中学女子
中学女子リレー

【クロスカントリーの部】【クロスカントリーの部】

令
和
元
年
度

常
会
長
会
議

よ
り
住
み
よ
い
村
へ
意
見
交
換

「集落活動支援事業」について、
補助金の額や募集要項が変わった
ように思うが、どのように変わった
のか？

金ケ沢地区の流雪溝の取水口はどこ
が管理しているのか。降雪状況に応
じた対応をお願いしたい。また、常
会から寄せられた要望の内容や進捗
状況を翌年の会議で示してほしい。

補助金の主旨を「コミュニティ
活動に対する助成」としました。
集落が共同で取り組む環境美化
活動や講習会などの事業が対象
となります。

金ケ沢地区の流雪溝の取水口は、
村で管理しています。降雪状況
をみて適切に対応します。意見
交換の内容と進捗については、
そのようにいたします。

≪常会長から≫ ≪村の回答≫

「
木
の
駅
」
と
は

　
山
林
に
放
置
さ
れ
た
間
伐
材

な
ど
の
未
利
用
材
を
会
員
が
出

荷
す
る
出
荷
場
の
こ
と
。
平
成

28
年
６
月
に
村
内
２
ヶ
所
に
開

設
。
集
め
ら
れ
た
未
利
用
材
は

薪
に
加
工
し
売
却
さ
れ
、
新
郷

温
泉
館
の
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
燃

料
と
な
る
。

　
ま
た
出
荷
者
に
は
代
金
を
村

内
の
商
店
な
ど
で
使
用
で
き
る

「
郷
や
ま
券
」で
支
払
う
。
郷
や

ま
券
は
商
店
間
で
の
取
引
も
可

能
。
地
域
資
源
を
有
効
活
用

し
、
森
林
整
備
と
地
域
活
性
化

を
促
す
取
り
組
み
。

　
２
月
10
日
、
役
場
委
員
会
室
で
、

木
の
駅
出
荷
者
と
郷
や
ま
券
を
取

り
扱
う
商
店
の
両
者
が
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
に
は
24

人
が
出
席
。
事
務
局
か
ら
間
伐
材

の
出
荷
状
況
や
郷
や
ま
券
の
使
用

状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
今
後
の

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
木
の
駅
出
荷
者
か
ら
は
「
山
が

整
理
さ
れ
、
き
れ
い
に
な
っ
た
」「
晩

酌
代
を
出
荷
で
稼
ぐ
た
め
家
計
に

や
さ
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

取
り
扱
い
商
店
か
ら
は
「
消
費
者

の
村
外
流
出
が
抑
え
ら
れ
売
上
が

　
２
月
５
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
常
会
長
会
議
が
行
わ
れ
、
各
常
会

長
と
村
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
小
山
内
利
之
新
郷

駐
在
所
長
が
、
村
内
の
事
件
事
故

等
の
発
生
状
況
や
詐
欺
被
害
の
現

状
に
つ
い
て
講
話
。
続
い
て
村
が
、

交
通
災
害
共
済
の
加
入
取
り
ま
と

め
や
令
和
２
年
度
集
落
活
動
支
援

事
業
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
各
常
会
か
ら
は
除
雪
の
対
応
や

道
路
・
水
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

多
く
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、

各
課
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
櫻
井
村
長
は
日
頃
の
村
行
政
に

対
す
る
協
力
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
、
本
村
が
置
か
れ
て
い
る
財
政

状
況
や
新
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

説
明
。「
頂
い
た
意
見
や
要
望
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
住
み
よ
い

村
づ
く
り
に
励
ん
で
い
く
」と
応
じ

て
い
ま
し
た
。

あ
が
っ
た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
効

果
を
実
感
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
令
和
元
年
度
は
約
３
５
５
万

円
分
の
郷
や
ま
券
が
未
利
用
材
の
出

荷
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
笠
原
敏
彦
委
員
長
は
「
郷
や

ま
券
を
取
り
扱
う
商
店
の
声
を
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
だ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
木
の
駅
の
活
用
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
、
新
郷
村
消
防
団
は

美
郷
館
で
幹
部
訓
練
を
行
い
、
村

内
８
個
分
団
か
ら
班
長
以
上
の
幹

部
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

員
を
講
師
に
礼
式
訓
練
を
実
施
。

所
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
小

隊
訓
練
や
賞
状
受
領
の
手
順
な
ど

に
つ
い
て
学
び
資
質
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

２
月
11
日
、
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
ま
つ

り
を
開
催
。
多
彩
な
企
画
を
通
し

て
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
自
然
の

恵
み
の
雪
と
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
に

親
し
み
ま
し
た
。

竹
ス
キ
ー
で
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
や

肥
料
袋
を
使
っ
た
ソ
リ
大
会
な
ど

趣
向
を
こ
ら
し
た
遊
び
を
用
意
。

寒
さ
を
も
吹
き
飛
ば
す
歓
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
教
育
委

員
会
の
あ
い
あ
い
学
級（
お
や
こ
の

ひ
ろ
ば
）も
同
時
開
催
。
鮮
や
か
な

ス
ノ
ー
ウ
ェ
ア
に
身
を
包
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
、
雪
の
中
に
埋
め
ら

れ
た
お
宝
を
探
す
た
め
、
笑
顔
で

雪
上
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

村
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
「
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
体
力
の
増
進
を
」

１
月
24
日
、
村
内
の
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
児
童
・
生
徒

総
勢
約
１
０
０
人
が
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
２
種
目
で
ス
キ
ー
の
技
を
競
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
福
山
廣
大
会
長
が「
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、
こ
こ
金
ケ
沢
ス
キ
ー
場
で
大

会
を
開
催
で
き
る
事
を
心
か
ら
感
謝
す
る
。
応
援
を
背
に
精
一
杯
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
く
だ
さ
い
」と
選
手
を
激
励
。
西
越
小
学
校
６
年
の
鹿
島
煌
大
く
ん
、
田
島
陽
和
さ
ん
、

西
山
凜
音
さ
ん
の
３
人
が
元
気
に
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
仲
間
や
保
護
者
か
ら

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
意
欲
満
々
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
う
だ
い

り

お

ひ
よ
り

2
2
3
4
6
5
2

２

戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
新郷

新郷

佐々木永人
櫻井　雅美
森田　春輝
福山　愛璃
橋端　慶人
畠山　涼菜
小林　虹翔

小林　虹翔

2
1
4
4
5
5
1

1

戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
戸来
新郷

新郷

森田　飛羽
小沢　瑠杏
橋端　聖悟
長峯　優葉
長根　來希
高橋　芽玖
山田　大輝

山田　大輝

3
5

西越
西越

豊島　　蘭
前山　聖奈

佐藤　愛珠
佐藤羽瑠斗
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な
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ク
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」
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と
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が
意
見
を
交
換

さ
と

2広報　　　　　　R２（2020）．2月号広報 R２（2020）．2月号3

※上記は常会長から寄せられた質問や意見の一部です



　
食
生
活
を
と
り
ま
く
環
境

が
時
代
と
と
も
に
大
き
く

変
化
す
る
な
か
、
学
校
給
食

は
、
子
ど
も
た
ち
が
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し

い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
適
温
提
供
や
特

色
の
あ
る
献
立
が
特
徴
の

「
単
独
調
理
方
式（
自
校
方

式
）」を
採
用
。
村
内
の
小
中

学
校
に
あ
る
調
理
室
で
そ
れ

ぞ
れ
毎
日
作
り
立
て
の
給
食

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
大
好
き
な
学
校

給
食
が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
の
か
探
っ
て
み
ま

し
た
！

村の特産品に親しんでもらうため、月に１度、
牛乳の代わりに新郷村ふるさと活性化公社の
飲むヨーグルトを提供。子どもたちが毎月楽し
みにするメニューです。

平成25年４月に県内では初めて給食費を
無償化。村では１食あたり310円、年間
約1200万円の予算を計上しています。

サバやりんごなど全て青森県産の食材を使った
三戸郡共通の献立を作成し提供。新郷村産の切干
大根のごま和えや手作りのひっつみで地元の食材
を知り「ふるさとを誇りに思う心」を育みます。

自分の健康を考えて食品を選択する自己
管理能力を身につけます。食品群に気を
つけ、食事本来の楽しさを体験します。
また食事のマナーも学びます。

　村内４つの小中学校、約190人分の給食の献立を
考えています。献立を考えるときは、栄養バランスが
とれるように色々な種類の食材を取り入れるようにし
ています。また、食べることに興味を持ってもらえる
よう、行事食を取り入れたり、新メニューを考えたり
しています。しかし、子どもたちが１日に必要な栄養
は給食だけでは補えません。子どもたちの体をつくる
のは、やはり家庭での食事です。１日３食しっかり
食べることで、健康な体への
成長につなげてほしいです。

お米は新郷村産「まっしぐら」を
100％使用。みそも村内の
商店から仕入れたものを使用
しています。

栄養教諭と村内の小中
学校の給食調理員が、
１ヵ月の献立の材料、
調理や提供の仕方を
確認します。

　９名の調理員が衛生や安全に気をつけながら、各校で愛情を込めて
給食を作っています。ねぎの中には土が入っていることが多いので、
中まで開いて洗います。葉野菜には虫がついているので、１枚ずつ
バラバラにして３回洗っています。子どもたちが苦手だと思われる
野菜は細かく切ったりと、残さず食べてもらえるように、「おい
しい！」と言ってくれる給食を作れるように、がんばっています。

　みんなで食べる給食はおいしいよ！好き
なメニューはカレーライスかな。あとね、
牛乳がめっちゃ好き！

（戸来小１年　滝沢陽平くん）

　保健委員長として、その日の地元産食材を紹介
しています。できたての給食はおいしくて、全校
生徒が一緒に楽しく食事ができるのがいいところ
です。給食で食べるミネストローネが大好き！

（野沢中１年　佐藤那奈さん）

児童・生徒より

春雨は国産が
モチモチして
おいしいよ！

チゲスープ（1人あたり約110kcal）

給食人気メニューのレシピを公開！

　地元の野菜や飲むヨーグルトを提供でき
るのは小規模校の自校給食ならでは。家の
ご飯よりおいしいと即答でした（笑）定期的
に給食のレシピを知りたいな！

（杉林真由美さん（戸来小 杉林玲音くんの保護者）

【材　料】（4～5人分）
豚肉（100ｇ）、干しシイタケ（2ケ）、にんにく少々、
白菜（2枚）、えのき茸（1/2袋）、木綿豆腐（1丁）、
春雨（50ｇ）、ねぎ（1/2本）、ニラ（1/4束）
★調味料　みそ（大さじ3）、キムチの素（大さじ3）、

酒（小さじ1）、しょうゆ（小さじ1）
【作り方】

１．お湯を沸かして豚肉、干しシイタケ、にんにくを煮る。
２．白菜とえのき茸、豆腐も入れて煮る。
３．★調味料を入れて味をつける。
４．春雨、ねぎ、ニラを入れひと煮立ちさせてできあがり。

　新郷村の給食は、何よりとてもおいしい！！
季節食や流行を取り入れながら、子どもたちに
よく噛んで野菜を多くとってもらいたいという
心配りが感じられますね。おいしいから、児童
たちは苦手なものでも挑戦して食べてますよ。

（西越小 石澤照英 教頭先生）

保護者・先生より

毎月19日は「食育の日」なん
だって！各学校でも栄養講話
をしたり参観日に親子給食を
実施したり積極的に食育に
取り組んでいるんだよ！
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いた
だきます！

≪小学校≫　　　　　≪中学校≫
　１位　カレー　　　　１位　チゲ　　
　２位　ラーメン　　　２位　カレー
　３位　シチュー　　　３位　ラーメン

新郷村の給食の特色

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
健
康
の
た
め
に

　ぬ
く
も
り
と
愛
情
が
つ
ま
っ
た

新
郷
村
の
学
校
給
食

特集

お
い
し
さ
の
秘
密
を

　ひ
も
と
い
て
み
よ
う
！

飲むヨーグルト（月１回） 給食費無償化

ふるさと産品給食（年２回） バイキング給食（年１回）

栄養教諭　和泉 裕子さん　～食育や共食を通じて豊かな心と体を～

給食調理員　～手作りのぬくもりを感じられる給食を～

人気のメニューランキング！

献　立
説明会

調　理

いただきます！

発　注
・
仕入れ

献立の
立　案



　
食
生
活
を
と
り
ま
く
環
境

が
時
代
と
と
も
に
大
き
く

変
化
す
る
な
か
、
学
校
給
食

は
、
子
ど
も
た
ち
が
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し

い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た

め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
適
温
提
供
や
特

色
の
あ
る
献
立
が
特
徴
の

「
単
独
調
理
方
式（
自
校
方

式
）」を
採
用
。
村
内
の
小
中

学
校
に
あ
る
調
理
室
で
そ
れ

ぞ
れ
毎
日
作
り
立
て
の
給
食

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
大
好
き
な
学
校

給
食
が
、
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
の
か
探
っ
て
み
ま

し
た
！
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統　合 統　合

お知らせ

新
郷
俳
句
会

初
春
に
せ
せ
ら
ぎ
な
が
め

お
だ
や
か
に畑

　
山
　
敏
　
則

初
仕
事
来
年
燃
や
す

薪
づ
く
り

佐
　
藤
　
章
　
一

主
待
つ
荷
台
の
犬
や

初
の
春

鹿
　
島
　
と
　
わ

初
春
や
か
わ
ら
ぬ
字
面

安
堵
す
る

佐
　
藤
　
直
　
子

晴
天
に
つ
ら
ら
の
折
れ
る

音
ひ
び
く

鹿
　
島
　
惠
美
子

日
脚
の
ぶ
少
し
送
ら
す

夕
餉
ど
き

戸
　
来
　
れ
い
子

　「
令
和
２
年 

安
全
・
安
心
村
づ

く
り
推
進
大
会
」
が
２
月
16
日
、

美
郷
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
住
民
、
警
察
、
消
防
、

関
係
団
体
が
、
事
件
事
故
や
災
害

の
な
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
連
携
の

強
化
を
図
る
の
が
ね
ら
い
。
住
民

や
関
係
者
約
２
０
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
櫻
井
村
長
は
、「
本
大
会
を
契
機

に
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
、

相
互
の
連
携
を
密
に
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。
安
全
・

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
一
層
の
協
力
を
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
五
戸
警
察
署
の
髙
橋

一
直
地
域
課
長
と
五
戸
消
防
署

西
分
遣
所
の
上
村
英
樹
所
長
が
、

管
内
の
交
通
情
勢
や
火
災
予
防
活

動
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
話
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
安
全
安
心
な
村
づ
く

り
に
向
け
た
活
動
を
振
り
返
る

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
し
ん
ご
う

保
育
園
と
村
連
合
婦
人
会
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
結
び
に
、
し
ん
ご
う
保
育
園
の

櫻
井
琥
白
く
ん
と
福
山
弓
佳
璃

さ
ん
が
こ
ど
も
警
察
官
に
扮
し「
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
。
知
ら
な

い
人
に
は
つ
い
て
行
き
ま
せ
ん
。

火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
元
気
に

大
会
宣
言
。
岡
田
稔
教
育
長
の
音

頭
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
し
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
新
郷
村
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
30
年
２
月
に
「
教
育
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
っ
た
結

果
、
学
校
統
合
を
望
む
回
答
が
多

数
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
形
で
検
討
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
２
月
18
日

の
「
令
和
元
年
度
第
３
回
村
総
合

教
育
会
議
」
に
お
い
て
、
小
中
学

校
統
合
に
つ
い
て
最
終
的
な
判
断

を
固
め
ま
し
た
。

　
前
日
に
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
の
保
護
者
約
60
人
と
村
議
ら
が

出
席
し
て
意
見
交
換
会
を
開
催
。

そ
こ
で
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者
か
ら

の
質
問
、
要
望
を
精
査
し
、
村
長
、

教
育
長
、
教
育
委
員
に
よ
り
決
定

し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
情
報
は
、

今
後
も
広
報
し
ん
ご
う
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▽
西
越
小
学
校
と
野
沢
中
学
校

を
閉
校
と
す
る

▽
校
舎
は
、
現
在
の
戸
来
小
学
校

と
野
沢
中
学
校
を
活
用
す
る

▽
統
合
後
の
学
校
名
を
「
新
郷

小
学
校
」「
新
郷
中
学
校
」と

す
る

▽
開
校
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

と
す
る

こ  

は
く

ゆ   

か   

り

○所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月16日（月）で
す。例年、期限の間際になりますと申告会場が混み合い、
お待ちいただく時間も長くなりますので、お早めに申告
してくださるようお願いします。
○消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と同じ申告
書で一緒に税務署に申告し、消費税との合計額を国に納
めます。納められた地方消費税は、国から県に払い込ま
れます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告と
納税の期限は、３月31日（火）です。忘れずに申告、納税
してくださるようお願いします。

問い合わせ　三八地域県民局県税部　課税第一課
℡ 0178－27－5111（内線210）

申 告 は お 早 め に
　自動車をお持ちの方は、引越しなどで住所が変わっ
たときには、運輸支局で住所の変更登録をする必要
があります。
　自動車税種別割の納税通知書は、原則として運輸
支局に登録されている住所（車検証に記載されてい
る住所）にお送りしています。
　３月中に運輸支局で手続きができない場合は、電話
又はＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡くだ
さい。また、青森県ホームページ「県税・市町村税イン
フォメーション（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/
top.html）」でも受付しています。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内線205～207、356）
　　　　　　℻ 0178－27－3817

忘れないで、愛車も住所変更

　これまで、小型充電式電池は燃えないごみとして回収する
か、電気製品販売店等のリサイクル回収拠点で回収しリサイ
クルしておりますが、今般、村も回収拠点として一般社団法
人ＪＢＲＣに登録を致しました。
　資源のリサイクルのため、ご家庭で不要になった小型充電
式電池は役場厚生課（総合福祉センター内）窓口へお持ちく
ださい。小型充電式電池は充電して繰り返し使用可能な
電池で、通信機器、ＡＶ機器などの製品に使用されていま
す。回収された小型充電式電池はカドミウムや鉄、ニッケル
に再資源化されます。
●回収する小型充電式電池（いずれも家庭用に限る）

ニカド電池・ニッケル水素電池・リチウム電池・モバイルバッテリー
●回収できない小型充電式電池

分解、破損、水にぬれた電池・電池パック
乾電池・ボタン電池・鉛蓄電池・リチウム一次電池・大型
の鉛バッテリー、アルカリ蓄電池

参考：一般社団法人ＪＢＲＣ　http://www.jbrc.com
問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や外国の高校、大学等に入学・在学するお子さま
をお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度です。
　ご 融 資 額　お子さま１人につき350万円以内
　金　　　利　年1.66％
　　　　　　　※母子家庭の方などは年1.26％（令和元年12月２日現在）
　ご返済期間　15年以内　※母子家庭の方などは18年以内
　Ｈ　　　Ｐ　「国の教育ローン」で検索
　問い合わせ　教育ローンコールセンター

0570－008656（ナビダイヤル）または（03）5321－8656

一般家庭の火災予防について
　今の時季は空気が乾燥しているため、一旦火災が発生
すると他に延焼拡大しやすくなります。
　日頃から村民一人一人が火の元の点検を行い、住宅
火災を防ぐために次のことに注意しましょう。
◇ガスこんろ、ガステーブル

　火を使用している時は、その場から離れないように
しましょう。揚げ物などに使用する油は、熱し続ける
と油自体が発火するため大変危険です。来客や電話な
どでその場を離れるときは必ず火を消しましょう。

◇たばこ
　寝たばこは大変危険なので絶対にやめましょう。
吸殻はこまめに捨て、灰皿に吸殻をためないようにし
ましょう。特にガラス製の灰皿は、吸殻をためすぎる
と、たばこの熱によって灰皿が割れることがあります。
また、吸殻は出来るだけ水につけるなどしてから捨て
るようにしましょう。吸殻を直接ごみ箱に捨てると、
可燃物などに着火して火災となる場合がありますので
注意しましよう。

◇暖房器具
　寒い日が続き洗濯物などが乾きにくく、ストーブなど
の真上や近くに干しがちですが、万が一落下しストー
ブなどに触れたりすると火災になる恐れがあるので絶対
にやめましょう。石油ストーブなどの火をつけたまま
給油し、灯油がこぼれて着火した火災事例があります。
灯油は着火しやすく、やけどの恐れがあります。給油
するときは、必ず火を消してから給油しましょう。
また、カートリッジ式のタンクは口金を確実に閉めま
しょう。いずれの暖房器具も外出時や就寝前には火を
消すようにしましょう。

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

小型充電式電池のリサイクルについて

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）がサポート！

 

村
立
小
中
学
校
の

　
　

  

統
合
方
針
決
定

新郷村小中学校統合方針のイメージ
２校ずつある小中学校を１校ずつに再編。戸来小と新郷中にそれぞれ統合する。

令和３年３月31日

令和３年４月１日

使 用 す る 校 舎 現在の戸来小学校校舎 現在の野沢中学校校舎

改　称

西越小学校

新郷小学校 新郷中学校

野沢中学校

閉　校

戸来小学校 新郷中学校
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小
中
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再
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＝

閉　校

元気に大会宣言をするこども警察官。安全安
心な村づくりに向け参加者の気持ちを一つに
しました。

上村分遣所長は住宅用火災警報器の重要性や
日々の点検について講話。10年を目安に交換
するよう呼び掛けました。

多発する車上荒らし被害を防ぐため「車の中
には貴重品を置かないように」と警鐘を鳴ら
す髙橋地域課長。
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２
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○所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月16日（月）で
す。例年、期限の間際になりますと申告会場が混み合い、
お待ちいただく時間も長くなりますので、お早めに申告
してくださるようお願いします。
○消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と同じ申告
書で一緒に税務署に申告し、消費税との合計額を国に納
めます。納められた地方消費税は、国から県に払い込ま
れます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告と
納税の期限は、３月31日（火）です。忘れずに申告、納税
してくださるようお願いします。

問い合わせ　三八地域県民局県税部　課税第一課
℡ 0178－27－5111（内線210）

申 告 は お 早 め に
　自動車をお持ちの方は、引越しなどで住所が変わっ
たときには、運輸支局で住所の変更登録をする必要
があります。
　自動車税種別割の納税通知書は、原則として運輸
支局に登録されている住所（車検証に記載されてい
る住所）にお送りしています。
　３月中に運輸支局で手続きができない場合は、電話
又はＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡くだ
さい。また、青森県ホームページ「県税・市町村税イン
フォメーション（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/
top.html）」でも受付しています。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内線205～207、356）
　　　　　　℻ 0178－27－3817

忘れないで、愛車も住所変更

　これまで、小型充電式電池は燃えないごみとして回収する
か、電気製品販売店等のリサイクル回収拠点で回収しリサイ
クルしておりますが、今般、村も回収拠点として一般社団法
人ＪＢＲＣに登録を致しました。
　資源のリサイクルのため、ご家庭で不要になった小型充電
式電池は役場厚生課（総合福祉センター内）窓口へお持ちく
ださい。小型充電式電池は充電して繰り返し使用可能な
電池で、通信機器、ＡＶ機器などの製品に使用されていま
す。回収された小型充電式電池はカドミウムや鉄、ニッケル
に再資源化されます。
●回収する小型充電式電池（いずれも家庭用に限る）

ニカド電池・ニッケル水素電池・リチウム電池・モバイルバッテリー
●回収できない小型充電式電池

分解、破損、水にぬれた電池・電池パック
乾電池・ボタン電池・鉛蓄電池・リチウム一次電池・大型
の鉛バッテリー、アルカリ蓄電池

参考：一般社団法人ＪＢＲＣ　http://www.jbrc.com
問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や外国の高校、大学等に入学・在学するお子さま
をお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度です。
　ご 融 資 額　お子さま１人につき350万円以内
　金　　　利　年1.66％
　　　　　　　※母子家庭の方などは年1.26％（令和元年12月２日現在）
　ご返済期間　15年以内　※母子家庭の方などは18年以内
　Ｈ　　　Ｐ　「国の教育ローン」で検索
　問い合わせ　教育ローンコールセンター

0570－008656（ナビダイヤル）または（03）5321－8656

一般家庭の火災予防について
　今の時季は空気が乾燥しているため、一旦火災が発生
すると他に延焼拡大しやすくなります。
　日頃から村民一人一人が火の元の点検を行い、住宅
火災を防ぐために次のことに注意しましょう。
◇ガスこんろ、ガステーブル

　火を使用している時は、その場から離れないように
しましょう。揚げ物などに使用する油は、熱し続ける
と油自体が発火するため大変危険です。来客や電話な
どでその場を離れるときは必ず火を消しましょう。

◇たばこ
　寝たばこは大変危険なので絶対にやめましょう。
吸殻はこまめに捨て、灰皿に吸殻をためないようにし
ましょう。特にガラス製の灰皿は、吸殻をためすぎる
と、たばこの熱によって灰皿が割れることがあります。
また、吸殻は出来るだけ水につけるなどしてから捨て
るようにしましょう。吸殻を直接ごみ箱に捨てると、
可燃物などに着火して火災となる場合がありますので
注意しましよう。

◇暖房器具
　寒い日が続き洗濯物などが乾きにくく、ストーブなど
の真上や近くに干しがちですが、万が一落下しストー
ブなどに触れたりすると火災になる恐れがあるので絶対
にやめましょう。石油ストーブなどの火をつけたまま
給油し、灯油がこぼれて着火した火災事例があります。
灯油は着火しやすく、やけどの恐れがあります。給油
するときは、必ず火を消してから給油しましょう。
また、カートリッジ式のタンクは口金を確実に閉めま
しょう。いずれの暖房器具も外出時や就寝前には火を
消すようにしましょう。

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

小型充電式電池のリサイクルについて

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）がサポート！
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元気に大会宣言をするこども警察官。安全安
心な村づくりに向け参加者の気持ちを一つに
しました。

上村分遣所長は住宅用火災警報器の重要性や
日々の点検について講話。10年を目安に交換
するよう呼び掛けました。

多発する車上荒らし被害を防ぐため「車の中
には貴重品を置かないように」と警鐘を鳴ら
す髙橋地域課長。



節分の日は怖かったなぁ～。
ちょっと泣いたけど赤鬼を退治す
ることができたよ。これからは
強い気持ちで元気に過ごすぞ！！

仮面ライダー大好き♥ゼロワンド
ライバーのベルトで３人仲良く
遊んだよ。新郷に来た時はまた
一緒に遊ぼうね！！

指 田　陽 平くん（うめ組）
へいようさし だ

三 浦　由 愛さん（うめ組）
ゆうみみ うら

３月
男　1,191人（－２人）
女　1,227人（－１人）
計　2,418人（－３人）
世帯数921世帯（－３世帯）
（令和２年１月末現在）

人の動き

む ら の ガイド
令和２年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祝日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝日の場合は曜日変更あり）

２０２０年３月
行　　事　　等日 曜

新郷温泉館休館日

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

新郷温泉館休館日

障がい者出張相談
（総合福祉センター会議室 10：00～12：00）

村内中学校卒業式

５歳児健診

資源ごみ（新聞等５品目）収集日

新郷温泉館休館日

戸来小学校卒業式

春分の日
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日

西越小学校卒業式

新郷温泉館休館日

「くらし」と「しごと」無料相談会

（総合福祉センター 13：00～16：00）

燃えないごみ収集日

小中学校修了式・離任式

資源ごみ（缶）収集日

新郷温泉館休館日
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̶ 沈着・勇敢 ̶

やよい
March弥 生

主
な

話
題

　ごみ収集車の効率的運用のため、令和２年４月１日
から、粗大ごみの収集日が変更になります。
　皆様のご理解とご協力をお願いします。

４月から 粗大ごみの
　収集日が変わります

現　行　第３金曜日→ ４月から　第３月曜日
※収集月は４～11月です

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555(内線12)
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令

和
２

年
）

FEB
R

U
A

R
Y

福
の

神
 舞

い
、

力
強

く
　
川
代
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
願
し
南
部
大
黒
舞
の

角
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
川
代
地
区
振
興
会
と
三
川
目
子
ど
も
会
が
主
催
。
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
と
福
を
呼
び
込
む
音
色
を
響
か
せ
小
槌
と
扇
子
を
振
り
、
華
や
か
な
舞
で

沿
道
に
集
ま
っ
た
住
民
の
目
を
和
ま
せ
ま
し
た
。（
２
月
９
日
　
川
代
地
区
）


